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システムと船長・船員の明確な分担の下、

• システム全体についてリスクアセスメントによる検査

• 避航アルゴリズム（プランナー）を含むシステム全体
についてシミュレーターによる検査

• 感知装置（カメラ等）についての検査 船舶検査に
おいて検証

• 安全管理手引書の作成

- 会社の体制

- システムと船長・船員の明確な分担の下、船長・船員が
実施しなければならない作業

- 教育訓練の実施方法 等

• 安全管理手引書で定めた事項（船長・船員が実施し
なければならない作業、教育訓練等）の適切な実施

実証運航において
検証

検証のイメージ

・ 船長・船員の職務を問題無く
実施できたか。

・ ODD※を越える前に、人への
切り替えが安全に行えたか。

・ 船員への負荷
等

自動運航船の安全についての考え方

※ 運航設計領域（Operational Design Domain）：
設計上、自動運航システムを用いることがで
きる航行環境条件。

⚫ 自動運航船は、(i)システム・機器の安全性、(ii)運航会社の安全管理体制、(iii)船長・船員による安全な運航
により、確実に安全が担保されることが不可欠。

（船舶安全法に基づく）

安全基準

（※今回ご審議）
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(i)

(ii)

(iii)

• 法令上の船長・船員の職務及び権限の明確化

• 上記を踏まえ、海難事故が発生した場合の民事責任への影響
について、保険の適用も含め可能な範囲で整理

論点1・3・4関係

論点2・4関係

論点6関係
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※ 論点５（船員と陸上支援要員の役割分担）については、長期的な課題として検討

論点4・7関係

論点7関係
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日本財団「ＭＥＧＵＲＩ2040」の４隻での検証に向けたスケジュール
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スケジュール
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2025年 1月 10月

シミュレーターでの検証

教育訓練の
方法の検討

システム
全体の
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手引書の検査
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として

船舶検査に
合格

【旗船について】
6月

船長・船員の
実施作業の検討

教育訓練の 実施

・ 会社の体制
・ 船長・船員が実施
する作業

・ 教育訓練

リスク分析 リスク評価 必要に応じてリスク評価

機器の搭載後検査

実証運航
での検証

▲1/27
第3回
検討会

▲2-3月
第4回
検討会

▲6月頃
第5回
検討会

▲1月頃
第6回
検討会

▲7/25
第2回
検討会

▲6/27
第1回
検討会

初期段階の
自動運航船としての
船舶検査証書

自動運航船
としての
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【既存３隻について】

シミュレーターでの検証
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方法の検討

手引書の検査

実証運航
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教育訓練の 実施
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初期段階の
自動運航船としての
船舶検査証書

・ 会社の体制
・ 船長・船員が
実施する作業

・ 教育訓練
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(ii)

(iii)

(i)

(ii)

(iii)

安全基準・
検査方法の
取りまとめ
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